
ストレス適応の新規神経基盤の解明

ストレスホルモンによる感覚系ドパミン回路の調節

＜略歴＞
2014年北海道大学博士課程卒業、2014年-2017年慶應義塾大学医学部学振RPD、2017年-2023米国ハー
バード大学ポスドク、2023年-現在慶應義塾大学医学部さきがけ研究者

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな きむら いく

氏 名 ： 木村 生
所属・部門 ： 慶應義塾大学・医学部・先端医科学研究所脳科学部門
職 位 ： さきがけ研究者
専門分野 ： 神経科学

＜研究概要＞
ストレスは、現代社会においてしばしば「万病の元」と表現されるように、様々な精神的・身体的症状を誘発するリスクファ
クターです。ストレスがどのように病を引き起こすのか？そのメカニズムを知りたいと、研究してまいりました。
本さきがけ研究では、本来生物に備わっている「ストレスに適応する力」に着目し、慣れの神経メカニズムの解明とその擾
乱・回復を支える機序を明らかにします。

刺激

健康 様々な精神/身体症状
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さきがけ



଺ᆰ᧓ႎἅ἟ἁトἩἿἘỼἱἁス২ᘐのоЈ

عઋ৽回路のী৕৾৓੗஘ਙの৶ੰ॑৯੐खथع

＜略歴＞
d��年ূ؜਎੃য়大学大学੹৶ੵ学研究科؜博士課程ఊവ。その৏؜名ଽો大学大学੹医学௺研究科にて঩本学୒振௪会
્શ研究৩PDとして研究をষう。そして米国Duke University Medical Schoolに೏学৏؜d��年 7াより慶應義塾大学医
学部生৶学ઇ஼・્ભஃઇ؜d��年 ��াよりJST・さきがけ研究者として३ॼউス研究にజহ。またd��年�াよりృପ大
学でஆয়ၳઇ౸に着ભ੒৒でँる。

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな たかの てणृ

氏 名 ： ❅野 າื
所属・部門： 生৶
職 位 ： ஃઇ
専門分野 ： 神経科学・神経৲学・಍ཝ生物学

＜研究概要＞
脳ੌ௶は੗くの಍ཝૐ੮によってଡਛされ

ています。జ来のু১では、脳ੌ௶রから
଻々の಍ཝர৑のଡਛ分৕を解ෲすることは
ল来まच॒でした。本研究では、ੌ௶৔で્
৒の಍ཝர৑をᇽए分৕をිၨ的にർดする
ನのৎ૬৑的॥ॿクトউটॸड़঑クス ૼ୒
を৫発します。これにより、脳ੌ௶৔の଻々
の神経回ଡ଼ිृॢリ॔಍ཝ৑の生৶的ਔ義
を解明し、৸くৗしい௴ਡからの脳の৿੿ਉ
৶఺ल脳機ચを解明します。

さきがけ



ἣὅἙἱἕἁɦỂਤዓӧᏡễᐮ࠿౨௹˳СನሰのẺỜの基盤ᄂᆮ

৉ୠ৸৬の感ഉඪਫ਼ਪৡの਱঱॑ीकखथ

＜略歴＞
2007年慶應義塾大学医学部卒業、2011年นি੕়病੹૎ഉ症科、
2014年慶應義塾大学医学部૎ഉ਑౪७থター、2016年慶應義塾大学医学部ಏ෫ਫ਼ਪ医学

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな うわाの よしふा

氏 名 ： ঱ሒ 義๕
所属・部門： 慶應義塾大学・医学部・ಏ෫ਫ਼ਪ医学ઇ஼
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： ૎ഉ症৔科、૎ഉ਑౪、๶生物ਫ਼ਪ

＜研究概要＞
எは、COVID-19ঃথॹ঑ॵクのর、੹৔૎ഉ਑౪とPCRਫ਼ਪのઈ
੾というਡでまさにუরにいました。慶應のような大病੹では、য
的・物的リ९ースをણ৷してな॒とかଭり௭えることができました
が、র৵の病੹では、ਫ਼ਪ体਑のଡണुできङ、クছスターがど॒
ど॒ઁがっていき医௜機ચが೿ૃする状யにँりました。
ঃথॹ঑ॵクのようなથহに૎ഉ症とਅうたीには、ਫનかणဌச
な病ਉ体のਫ਼লがਂ૭ಳです。঳্、৸ての医௜機ঢ়のਫ਼ਪ஼にৈ
২なਫ਼ਪ体਑をଡണするのは、਴ৎにはかなり૮ྤが੗くなってし
まいます。

そこで、எは大病੹とর৵病੹がॿॵトডークをଡണし、リ९ース
ृঀक़ハक़を病੹৑でુથし、タスク३ख़॔を௕ることにより、ど
のような医௜機ঢ়でुਈ適かणਈఒの૎ഉ症のਫ਼ਪ・൧૵をਭけら
れる体਑をଡണしたいとઅえています。また、๶生物ਫ਼ਪのDigital 
Exchangeの௓ਤृ、ಏ෫१থউঝ・ॹータをਫ਼ਪ現ৃから研究஼
षणなऑる体਑तくりなど、஍૨的でしなृかな૎ഉ症ਫ਼ਪを৉ୠ
৸体でৰ現するঔॹঝを઀੧していきたいとઓっています。

さきがけ



ἣὅἙἱἕἁỆݣẲềレἊἼỺὅトễᄂᆮ˳СನሰのẺỜの基盤ᄂᆮ

ళลஓ感ഉඪのႈ೩感ਭਙ఩஫৕のੰ৥

＜略歴＞2007年3া慶應義塾大学医学部卒業、 2007年4া ੕়病੹国৳౳রఙ病੹、 2010年4া慶應義塾大学医学
部ஃুق専ఊ医قك৔科学ك、 2018年4া米国国য়ୋ生研究所博士研究৩、 2020年5াMaster of Public Health
、كJohns Hopkins Bloomberg School of Public Healthق 2021年4া慶應義塾大学医学部૎ഉ症学ઇ஼専ભ൥ప、
2021年10া国য়研究৫発১য科学ૼ୒振௪機ଡ さきがけ研究৩

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな なむए॒ ऺう

氏 名 ： વ૝ ູ
所属・部門： 医学部・૎ഉ症学ઇ஼
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： ళลஓ૎ഉ症、૎ഉ症のႈ೩૎ਭਙ఩஫৕

＜研究概要＞

さきがけ
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ἜἠἙἢỶスỆợỦἰἽἓἴὊἒἽỾスἍὅἉὅἂ

عॱঈルफ़ス७ン१によるঊルスॣ॔॑৯੐खथشএع

＜略歴＞
• 2015年慶應義塾大学大学੹博士課程ఊവ、2015年঩本学୒振௪会્શ研究৩(PD)
• 2016年慶應義塾大学৶ੵ学部ஃઇقથ਋2019、ك年ূ਎大学ੵ学௺研究科ஃઇ、2023年慶應義塾大学৶ੵ
学部専ભ൥ప

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな たなか たかऱさ

氏 名 ： ির ௼୲
所属・部門： ৶ੵ学部・ਗ਼ਞੲਾੵ学科
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： ॼঀଡୗ物ਙ・ॹバॖスੵ学

＜研究概要＞
எは࿇೧ਞরのफ़ス෯২をਫ਼লするफ़ス७থ१を研究してきました。ૐ஋৲したफ़ス७থ१で੗様なफ़ス෯২を঳২に೾৒す
ることで、ళਞफ़スに੦तくঊঝスॣ॔などৗたな॔উリॣー३ঙথの૭ચਙを୯੷しています。
研究の્ඉとして、1)๶಍ਸੵૼ୒をਹ৷したॼঀスॣーঝ७থ१の੿ଲृ、2)ਉ৕スॣーঝの३঑গレー३ঙথによる७থ
१表એの଱৿の৶解に੦तきৈਙચなफ़ス७থ१のৰ現をষっています。
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७থ१応௦
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さきがけ



ᏯのᚘምҾྸểἩレỶἙὊἑỆ基ỀẪܱɭမἿἮἕトܖ፼

عযのੴચ॑৶ੰखট঎ॵトにૢ৷घるع

＜略歴＞
• 2011年ଫഏি大学 卒業、2013年ଫഏি大学大学੹ఊ士課程 ఊവ、 2016年ଫഏি大学大学੹博士৏਋課程 ఊവ
• 2016年ଫഏি大学 ஃু、 2018年国য়ੲਾ学研究所 ஃઇ、 2020年慶應義塾大学 専ભ൥ప

ここにポート
レーを貼り付
けてください

ふりがな むらた し॒ओ

氏 名 ：村ি ઌ༔
所属・部門：慶應義塾大学・৶ੵ学部・ਗ਼ਞੲਾੵ学科
職 位 ：専ભ൥ప
専門分野 ：ੳ知ট঎ॸॕクス

＜研究概要＞
য৑のੳ知発୸ૌ程を૞અにし、ৰ਼ੀ୭୆におけるট঎ॵト学ಆをৰ現するたीに૑ਏなੑ઴ਉ৶とॹータ਄੭১のનয়を
目੐しています。
脳のੲਾ৶૛としてથ力ଳされている「ঽ૓ग़ॿঝॠーਉ৶」に੦तく஥ಽ生ਛঔॹঝをଡണし、ট঎ॵトにৰಎします。஍
૨ਙと੗様ਙを備えたট঎ॵトの「উレॖॹータ」を਄੭することでঽഞઇపँり学ಆをষい、୳৒ਗの状யにৌする適応ચ
力ृ、౞経ୡの目ఏにৌするੑ઺ચ力にणいてਫ਼઒していきます。

さきがけ



᩼ᐏࣱನᡯ˳ϋᢿỆấẬỦЎ܇ਫѣの᨞ޖወӳႎྸ解

ع৲३ঙンによるে৬ী৕଱৿の૭ଳشী৕৿ৡ৾३ミগレع

＜略歴＞
2011年慶應義塾大学৶ੵ学部卒業2016؜年慶應義塾大学大学੹৶ੵ学研究科博士課程ఊവ
2016年৊大学੹৶ੵ学研究科્ભஃઇ2018؜年慶應義塾大学৶ੵ学部ஃઇ؜専ભ൥ప2021ق年ع現在ك

ふりがな ृまुと えいग

氏 名 ： ৛本 ኚ士
所属・部門 ： 慶應義塾大学・৶ੵ学部・३スॸムॹ२ॖথੵ学科
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： 生物物৶؜९フトঐター؜分৕৿力学

＜研究概要＞
಍ཝ৔では、્৒のタথঃクସृRNAがัٕัৼ分௞現଴によってૐまることで、శჍਙଡୗ体が஄ਛされます。本研究では、
঑クটమಽقਉ৕・分৕଱৿ك・メ॰మಽقৼ分௞كをᇽएঐঝॳスॣーঝ३঑গレー३ঙথু১の৫発をষい、శჍਙଡୗ
体৔部の৿的ਂ಑঳ਙが分৕のఁങ・ଂ在・ৼ൩੿৷にଖえる୶஭の解明を目੐します。

さきがけ



ἇỶἢὊἧỵἊỽἽ್ૺ׹ἍὅἇἍỿἷἼἘỵᄂᆮ

ع਍৸ऩঽ৿ઈૡ঺ভ॑ৰਠघるع

＜略歴＞
• 2014年・2019年慶應義塾大学৶ੵ学研究科 ఊ士・博士、2018年スタথフज़ード大学௢৩研究৩
• 2014年ূ൫研究৫発७থター、2021年慶應義塾大学৶ੵ学部専ભ൥ప

ふりがな よしおかけ॒たौう

氏 名 ： ୺ળ ௏୬୙
所属・部門 ： 慶應義塾大学 ৶ੵ学部 ਗ਼ਞੲਾੵ学科
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： LiDAR७থ१、॔ॼটॢૐ஋回ଡ଼、७य़গリॸॕ

＜研究概要＞
७ン१षのవொदঽ৿ઈૡ३スॸ঒॑⒇घৗञऩ७य़গজॸॕ஠ਃ
્にরற৓3D७ン१दँるLiDARのᒤൠਙ॑఍ऎ७ン१ႂೆవொम੎পऩะ๏
नのよअにଆऑるऊ?७य़গজॸॕ研究ऋ૑要ڀ

঩৽ॡটスॸॵॡ

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/24/00252/ https://jidounten-lab.com/u_45597

さきがけ

https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/news/24/00252/
https://jidounten-lab.com/u_45597


̾ʴཎܭỆጟầụởẴẟऴإử෇ဇẲễẟʴཋཞ७ਖ਼ܭἉスἘἲのನሰ

ع଻যੲਾ৳૧にଦൟखञয੟૾ଙ௓৒ع

＜略歴＞
• 2013年大ଚ大学ఊ士課程ఊവ؜৊年2022ع年NTT研究所
• 2019年大ଚ大学博士課程ఊവ2020-2019؜年米国カーॿॠーメটথ大学௢৩研究৩
• 2022年慶應義塾大学৶ੵ学部ੲਾੵ学科 専ભ൥ప2023؜年৊学科ၳઇ౸

ふりがな いそがわ まりこ

氏 名 ： ૜ેਆ ๊৶৕
所属・部門： 慶應義塾大学・৶ੵ学部・ੲਾੵ学科
職 位 ： ၳઇ౸
専門分野 ： ॥থআগータঅ४ঙথ・ঃターথੳ௙

＜研究概要＞
ँらॅるযが਍ੱしてAI社会のལ౩をਭけられる社会のৰ現を目੐し؜「଻য્৒にᇽがりृすいੲਾをણ
৷しない؜য物状ଙ௓৒३スॸムのଡണ」に਄りੌ॒でいます؝఻体的には؜যの౿ृ๲സをஅ॒だ઺൸ੲ
ਾृ؜ঘー२のଢ౦・会ਵ৔ઍಉの଻যがઍಔに્৒૭ચなੲਾをણ৷चङ؜३ঝग़ॵト઺൸ृ؜ਔ௡ੲਾ
をஅまないਦಀణಉのَ๫ጔखथु଻যの્৒にᇽऋॉにऎःੑ೾ੲਾُのा॑োৡधखञয੟૾ଙ௓৒ૼ
୒を研究しています؝

ఠ஭ਦಀを৷いた
য物ਕઃ元௅િ௓৒

঑リణを৷いた
য物஄状௓৒

ॖঋথトカメছをણ৷した
য物஄状௓৒

さきがけ



Ҕ߻スἣỶἻἽᡲઃử̟ᡶẴỦҔၲ౨௹ἉスἘἲᚨᚘૅੲ基盤のನሰ

＜略歴＞
• 2013年慶應義塾大学大学੹メॹॕ॔ॹ२ॖথ研究科博士課程ఊവ؜博士قメॹॕ॔ॹ२ॖথ学ك
• 2016年4াより؜৊大学৶ੵ学部ஃઇに಺ભ؝ 2020年4াより؜৊ၳઇ౸؝

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな すऍうら ॅうた

氏 名 ：പఓ ඥ୬
所属・部門：৶ੵ学部
職 位 ：ၳઇ౸
専門分野 ：঄গーঐথ・॥থআগータ・ॖথタছク३ঙথ

＜研究概要＞

ૼ୒：IoT३スॸム৫発に਱けたॹ४タঝॶॖথ୭୆ 応৷：൧૵ଓஃ३スॸム؜७ঝフリハ३スॸム

さきがけ



ϋࣱנレトἿỸỶἽスửʼẲẺμᏡࣱСࣂೞನの解明

~ウイルスによる宿主ゲノム制御の理解に向けて~

＜略歴＞
2012年 ূ਎஗業大学応৷生物科学部卒業、2017年 ৊大学大学੹バॖड़१ॖग़থス専వ博士৏਋課程ఊവ、PhD਄੭
2017年 米国 Cincinnati &KLOGUHQbV +RVSLWDO Medical Center リ१ーॳフख़টー、2020年より慶應義塾大学医学部 ஃઇ

ふりがな さかした ँきऱこ

氏 名 ：௳ৣ ഻಻
所属・部門：医学部・分৕生物学ઇ஼
職 位 ：ஃઇ
専門分野 ：発生生物学

＜研究概要＞
৸ચਙとは、ँるऱとणの಍ཝがいかなる಍ཝரにु分৲できるચ力を੐し、೑々঄トをஅむᙥ໚৿物においては、その৏଻体
になるਭ精ຼのाがི঳৸ચਙを発มできます。しかしながら、そのਙସृ機ચを૿৳する分৕機ଡは、現在まで৸く明らかに
されていまच॒。本課਻でஎは、生物ਤ৲のૌ程で૎ഉした৔在ਙレトটक़ॖঝスによる೛਌।ঀム਑౪というৗたな௴ਡから、
ਭ精ຼ્થの৸ચਙ਑౪機ଡの解明を目੐します。

細胞レベルから個体レベルの生物学および
その関連分野/発生生物学関連

創発



ඊႵの૽঻による౼৅ে఺峝ਃચ解৥
ඊႵ峒౼の崗嵕ス崰嵤崗ع ع

＜略歴＞
• 2010年慶應義塾大学医学部卒業、2016年大ଚ大学大学੹医学௺研究科博士課程ఊവ、PhD(医学)਄੭。
• 2016年より慶應義塾大学医学部解ღ学ઇ஼にて঩本学୒振௪会્શ研究৩(PD)、2020年より৊大学્ભஃઇを経
て、2021年より৊大学ஃઇ。

ふりがな ुりुと けいこ

氏 名 ：஌本 ྡྷ৕
所属・部門：慶應義塾大学・医学部・解ღ学
職 位 ：ஃઇ
専門分野 ：神経発生

＜研究概要＞
ਫଞな脳の発生ૌ程においては૎ഉृ༇症はੳीないにुঢ়わらङ、ர々のඊႵにঢ়৴する分৕がಟからၚೕをৢगて৕の脳
に୎ষしています。また脳ੌ௶においてु、これらの分৕がਓ生されていることが明らかになってきました。本研究では、こ
れらのඊႵのலੌाにおいて੎ਏな૽者が೑々の精࿼な脳を੿り঱ऑるૌ程にいかにঢ়ଖし、生ၺにわたってどのように脳の
機ચの೐੅にঢ়ଖしているかを明らかにし、ల来的にはಏ෫षの応৷を目੐します。

ᐺの౼峑ਓ生岿島峵
ඊႵঢ়৴ী৕

ಟ岶ਓ生峃峵
ඊႵঢ়৴ী৕

ిજ峔ઋ৽৚ଡ଼ි
஄ਛ

神経科学およलそのঢ়৴分野 / 
神経科学঳ಹঢ়৴

創発



＜略歴＞
2005ফ෵ᡳଝ྆প学ୢ学৖෮঵岝2012ফ෵ᡳଝ྆প学೗૒ୖங෮঵岝2014ফ৪ব嵕崫崗崽崏嵑嵤প学嵅崡崱崗
2016ফ෵ᡳଝ྆প学଎৲ஓ৔ఐ岝2021ফ෵ᡳଝ྆প学৔ଳྰ崣嵛崧嵤௧ભ൥ప

ふりがな 峃峂の 峒峬峜岿

氏 名 ： ൙৙ ඈ୲
所属・部門： ৔ଳྰ७থター
職 位 ： ௧ભ൥ప
専門分野 ： ৔ଳྰ、ඊႵ、଎৲ஓ

৵Ⴏ୔୰ႈ೩のڭ಍ཝレঋルৎ૬৑৓ੰෲ॑ਹ৷खञ൉ఇ३ش६のർด

ع ৔ଳྰ岵峳୰ਞ峼੘峃ع

＜研究概要＞
எ峙Ⴏのর峑ڭ峎ڭ峎の細胞岶峔峆峇のৃਚ峕岮峵のか岝峇峁峐峓の峲岰峕৿岮峐岮峵のか峒岮岰岽峒
峼ଢ଼஢峁峐岷峨峁峉岞ઉம崺崰のႯଵ峼ଢ଼஢峃峵岽峒峑岝Ⴏଵの୰ਞ્峕৵Ⴏ岝পႯの୰ਞ岶ڭ
峎ڭ峎の細胞のଂ૔のਂ঳ಱ岝৿岷のೊ島峕峲峴କ岷峐岮峵૭ચਙ峼અ岲峐岮峨峃岞岿ら峕ਲਗ峑
峙崊崿嵕嵤崩岶൑୔峔৵Ⴏ岝পႯの୰ਞ峼঱੶のଳਡ峑ਫ਼ୈ峁岝৔ଳྰୢ峒峁峐৔ଳྰ஄ଙ学
峒়峹峅峵岽峒峑岽島峨峑峕ৄ岲峐岮峔岮峬の峕崊崿嵕嵤崩峁峐岮岷峨峃岞

創発



非癌肺オルガノイドを用いた発癌プロセス本態解明と先制医療への応用

～ 癌細胞と非癌細胞の境界はどこにあるのか ～

＜略歴＞2001年慶應義塾大学卒業。2001年慶應義塾大学医学部内科学教室。2005年慶應義塾大学医学部呼吸器内科。2011
年Beth Israel Deaconess Medical Center, Harvard Medical School研究員。2012年慶應義塾大学医学部。現在に至る。

ふりがな やすだ ひろゆき

氏 名 ： 安田 浩之
所属・部門： 医学部・呼吸器内科
職 位 ： 准教授
専門分野 ： 腫瘍生物学、呼吸器内科学

＜研究概要＞
近年の進歩を遂げた医療をもっても、一旦癌を発症すると多くの患者が癌によって死亡します。癌医療を飛
躍的に改善するには、癌発症前の予防や治療介入といった先制医療開発が必要です。そのためには発癌に至
る発癌プロセスを分子レベルで理解することが必須です。本研究では、肺癌に注目し、独自の非癌肺細胞オ
ルガノイド培養技術を用いて、年齢や発癌因子暴露によって細胞が分子異常を蓄積し発癌に至るプロセスを
分子レベルで理解します。



ᘉྶኬᏘDNAἳἓἽ҄҄٭ử೅ႎểẲẺ新規Ᏼᐥ၏඙ၲ৆ဦの᧏ႆ

Ⴒට୰峼ഷૉ಍ཝDNA嵉崩ル৲岵峳੘௜峃る

ٛറഄٜ
2004ফ3া෵ᡳଝ྆প学ୢ学৖෮঵岝20046عফবয়ব੠ୢ௜崣嵛崧嵤ੂ਋ಏ෫ଢ଼ఊୢ岝2009ফع学୒ஷ௪ভ્શଢ଼஢৩قDC2ك岝
2007ফ4া෵ᡳଝ྆প学প学੹೗૒ୖஙো学岝2011ফ3া೗૒ୢق学ك਄੭岞2011ফ4াع෵ᡳଝ྆প学Ⴒට৔ীᆌ৻ප৔ఐஃઇ岝2012ফ7া
৊ع৊প学Ⴒට৔ীᆌ৻ප৔ఐஃઇ岝2021ফ6াع৊প学੒ଆୢ௜崣嵛崧嵤ஃઇ岝2017ফ4াع ௧ભ൥ప岝2023ফ4াع৊ ઇ౸岝൧௜৖শ

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな はृし かおり

氏 名 ：௔ ಘ
所属・部門 ：慶應義塾大学医学部৔科学ઇ஼قႲට৔分ᆌ代පك
職 位 ：ઇ౸
専門分野 ：Ⴒට学

＜研究概要＞
எञठमႲටにउऐるग़আ।ঀ঒૗৲ؚउよलग़আ।ঀ঒૗৲஄ਛউট७スにঢ়ଖघるDNA௤ംにି৯खथႲට୰の୰ଙੰ৥
॑૥ाथःऽघ؛ম研究दमؚႲට୰ऋ౎ටஓ়ಡඪ॑ਟघ৸ମႈ೩दँるऒधऊैؚႲටのDNA௤ംऋؚႲටटऐदऩऎഷ
ૉ಍ཝのDNAওॳル৲૗৲ुᎷକखؚႲ௽૩のੜபؚ౎ටஓ௽૩にঢ়ଖखथःる૭ચਙにି৯खؚႲට୰उよलजの়ಡඪの
ৗૠ੘௜ఏ৓৫৅॑৯੐खऽघ؛

me me੸本ำDNA௤ം

DNAメॳঝ৲
૗৲

Ⴒට

me me

DNAメॳঝ৲૗৲

ء

ഷૉ಍ཝ

ء

ഠ৲യਤ
়ಡඪ৅ඪ

ಌऩる
Ⴒਃચੜப

Ⴒਃચ଩ৣ

x
x
x

xx

৸ମの౎ටஓ

創発



୵ᩧểᐂϋኬᓏの新Ẻễ᧙̞ؾ᫭ỆᇌᏩẲẺ࿢̲ܖ҄

عႯ৔಍༳ᓲの୤৓૗৲ऊैସ৓૗৲षع

＜略歴＞
2008年 ূ਎஗業大学 応৷生物科学部 生物応৷৲学科 卒業、2010年 ໒ణ大学大学੹ フটথॸॕ॔医学専వ ఊ士課程
ఊവ、2014年 ໒ణ大学大学੹ 生୵३スॸム医学専వ 博士課程ఊവ、2014年 ໒ణ大学 医学医௜௺ ஃઇ、2020年より
慶應義塾大学ఇ学部൉ఇ研究७থター ્ભ൥ప

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな ँきृま まさऱौ

氏 名 ： ௘৛ ෎博
所属・部門： 慶應義塾大学 ఇ学部・൉ఇ研究७থター
職 位 ： ્ભ൥ప
専門分野 ： 付ਸ体科学・ୋ生৲学

＜研究概要＞
எたठは生ၺをৢして様々なストレスにᓄ່されている。୻えば、医ఇષ、୫ષਛ分、୭୆র৲学物ସなどのਗ的ストレスृ
ਸೡृ༇症・෷৲などの৔的ストレスがँる。これら৔ਗ୭୆のストレスを૎知応௦する生体३スॸムとしてタথঃクସの৲
学ఊ෪がँる。タথঃクସの৲学ఊ෪は生৶機ચの੎ਏな਑౪機ଡのऱとणでँり、ਫଞな಍ཝ生物学と病౤のऺऻ৸てのડ
એに୶஭を఺ऻしている。঳্で、Ⴏ৔಍༳は様々な代පᇪಞをથし、それらがਓ生する代ප物は଎৲ଵ৔をதえて৸身ටஓ
機ચに୶஭することから੺年、Ⴏ৔಍༳ᓲは「ৗたな代පටஓ」とઅえられている。そこで、୫ષਛ分・୭୆物ସᓄ່ृਸ
ೡ・病ਞなどによるႯ৔୭୆の૗৲がႯ৔಍༳にどう୶஭するのか？Ⴏ৔಍༳タথঃクସの৲学ఊ෪を੦ກに研究している。

創発



᭗ᡮᚘምểች᬴ܱ݅ầọờểẪܖ˴࠹஬૰のႻ᠃ᆆೞನの解明

＜略歴＞
2011年਎੃大学৶学部卒業, 2016年਎੃大学大学੹৶学研究科物৶学ഌຬ物৶学専వにて博士(৶学)਄੭, 
2016-2019年য়୵ை大学৶ੵ学部にて঩本学୒振௪会્શ研究৩(PD)としてඐਜ, 2019-2021年スॖス৴ഺੵ
科大学টー२থॾૅ(EPFL)にて঩本学୒振௪会海ਗ્શ研究৩としてඐਜ, 2021年4াより現職

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな さの とुऱこ

氏 名 ： ଯ野 ௵಻
所属・部門： 慶應義塾大学৶ੵ学部機༊ੵ学科
職 位 ： 専ભ൥ప
専門分野 ： ౫મ力学、࿥୦学、৴ਢ体力学

＜研究概要＞
ঔঀの૗஄を੶஽する「力学」のຊがണかれてਰ来、力学は様々な分野にୣ生しています。ここ20年ではଡୗのਂ਍৒ਙをใ
知のुのとし、ಗにৗたな力学的機ચが発現したとाなすঃছॲॖム३フトを経て、力学はৗたなன৫をৄचています。எは
ුいଡୗ物のしなृかさと࿥୦学に着目し、ଡୗ৊士が൩いに力を఺ऻし়うことにより൉発されるৗྜྷな力応௦のメカニズ
ムを精ഡৰୡ、৶૛、ਯகੑ઴をੌा়わचて明らかにします。

य़ーডード
• ९フトট঎ॸॕクス
• しなृかなଡୗ
• ౠ༽ਂ਍৒ਙ

創発



ᨼᆢᄬൢἜἠἧỻトἝἁスの᧏ਏ

عॼঀ୾ଡୗにउऐる჌ਞ୾৾धजのੵ৾ૢ৷ع

＜略歴＞
2006年大ଚਿয়大学機༊३スॸムੵ学科卒業。2011年ূ਎大学大学੹ਗ਼ਞ௺ੵ学専వ博士৏਋課程ఊവ、
博士ੵق学ك਄੭。2011年ূ਎大学ॼঀ୤৕ੲਾग़レクトটニクス研究機ଡ・્ભஃઇ、2015年્عભၳ
ઇ౸。20182022ع年JSTさきがけ「୤৕の状ଙ਑౪と機ચ৲」୩ୠ・研究৩(ැਜ)。2021年から現職。

ふりがな おおた ृすとु

氏 名 ： ୬ি ຶ௵
所属・部門： ৶ੵ学部・物৶ੲਾੵ学科
職 位 ： ၳઇ౸
専門分野 ： ॼঀフज़トニクス

＜研究概要＞
౐੥အからなる჌ਞ୾学ුჍをബ໿体ಽ঱に஄ਛした୾学੦ഝをউছॵトフज़ームとして、჌ਞ୾学とॼঀ
フज़トニクスを੆়したૐ஋჌ਞॼঀフज़トニクスを৫ิします。誘ਗ਼体のाでは॔ク७スの୔しいశৼખ
な୾物ସৼ൩੿৷をඞい、ૐ஋フज़トニクスにથ৷なॼঀ୾ॹバॖスの൉লを௕ります。本研究では、ॼঀ
フज़トニクスにおけるৗたな研究উছॵトフज़ームをଡണすることで、൉発的研究を生ाਢけるଅယの஄ਛ
を目੐します。

SiO2ಽ

MOුჍ

Si੦ഝ

MOOI (Magneto-Optical crystal 
On Insulator) ੦ഝ

様々なૐ஋MOॹバॖス

๶಍ਸੵ

ハॖঈリॵドૐ஋による発ன

઄଑体

୤৕

჌ਞ୾学
శ଍஄

த஫଑

ൌଅథ

ૡ୼উজント

創発



ȞȫȁȕǣǸȃǯǹ/ȞȫȁǹǱȸȫᚐௌƴǑǔૼእ஬ƷࣱᏡʖย

ৗಞ౫のਘ২੒೾に向け峉ઃ਼৻嵆ル崩崽崋崠崫崗ス௬੼崟ス崮ムの൉ਛ

＜略歴＞
2012年慶應義塾大学大学੹৏਋博士課程ఊവ。2011年慶應義塾大学ஃઇ、2012年ਓ業ૼ୒੕়研究所研究৩、
2014年ূ北大学ஃઇなどを経て、2018年慶應義塾大学৶ੵ学部機༊ੵ学科専ભ൥ప。2022年ၳઇ౸。

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ
い

ふりがな むらまण まॅ

氏 名 ： 村ૈ ᯼૓
所属・部門： ৶ੵ学部 機༊ੵ学科
職 位 ： ၳઇ౸
専門分野 ： ੑ઴ಕ体力学

＜研究概要＞

創発



оỦဃཋܖỆợụᡐỦဃԡのᚨᚘҾྸ

ع ൉るऒधदে୵॑৶ੰघる ع

＜略歴＞
• 2004年ূ਎大学஗学部生୵৲学専ఊ卒業、2006年大学੹஗学生୵科学研究科 ఊ士課程ఊവ、2009年ৗ୩ୠ൉ਛ研究科博士課程ఊവ
• ਎੃大学iCeMS્৒研究৩、ূ北大学機༊௺バॖड़ট঎ॸॕクス専వでの学振્શ研究
• 2014年より慶應義塾大学৶ੵ学部ஃઇ、専ભ൥పを経て現職

ふりがな ふगわら けい

氏 名 ： ઢਉ 慶
所属・部門： ৶ੵ学部・生୵ੲਾ学科
職 位 ： ၳઇ౸
専門分野 ： ়ਛ生物学

＜研究概要＞
生୵とは୦か、生୵のਝੑਉ৶は୦か。これらのਖいにणいて、যੵ಍ཝृ生୵३スॸムગଡਛといった「൉る」生物学に
よって௦えをർす研究をষっています。本研究は、生୵そのुのを৶解するだけでなく、生୵と物ସのハॖঈリॵド౫મの৫
発ृ、生୵のようにฌ৿するট঎ॵトの൉ਛૼ୒、ॹ२ॖথされた生୵の৫発ਉ৶にणながります。

಍ཝ॑൉る⇔৶ੰघる

যੵ಍ཝ ে಍ཝ

।ঀ঒॑ૡ୼ᄽ๨घるযੵ಍ཝে୵धقরମुك๚ञযੵ಍ཝ

൉る研究॑ૢ৷घる

創発



ᙐᙌストレスСࣂೞನầࡽẨឪẮẴဃԡྵᝋのዮӳႎྸ解

ع More SLFN11, More Drug Sensitivity ع

＜略歴＞
2000年大ଚ大学医学部医学科卒業、 2000ٕ2003年大ଚ大学医学部付属病੹ऺかでତ஄ਗ科医としてඐਜ、2008年大ଚ大学大学੹医学研
究科卒業医学博士。2009年ॲॼファーバーが॒研究所、2010ٕ2012年॔メリカ国য়ୋ生でポスドク。2012ٕ2015年਎੃大学医学部で્
ભஃઇقメॹॕカঝॖঀঋー३ঙথ७থターك、ஃઇقଣೝ଍఩஫学ઇ஼2015ٕ2018。ك年॔メリカ国য়ୋ生研究所でポスドク 。
2018.10ー現職、2022.3-ఎ၊大学উটॸड़१ॖग़থス७থターၳઇ౸قැભك。

ふりがな 峪ら岮 峂峯峽岽
氏 名 ：੨੩ ෞ৕
所属・部門：෵ᡳଝ྆প学੔ഈ生୵ఐ学ଢ଼஢ਚقశଞඐك
職 位 ：્ભၳઇ౸
専門分野 ：分৕生物学

＜研究概要＞
1峎の崺崰細胞峕峙60੏ව੦ৌのDNA岶அ峨島岝岽島ら峼ਫનか峎崧崌嵈嵒嵤峕ളଲ峃峵岽峒峙岝ਫଞ峔৅生の峩峔ら峄岝岶峽৲峼೪਑峃峵峉峫峕
੎ਏ峑峃岞峁か峁DNAളଲ峙஘ر峔ਏ౤峕峲峴௽૩قളଲ崡崰レ崡ك峼ਭ岻岝細胞ଈ峮DNA૗౮のਉ౤峒峔峴峨峃岞মଢ଼஢峑峙ളଲ崡崰レ崡਑
౪౤৕峕ି৯峁岝ളଲ崡崰レ崡岶ঢ়ଖ峃峵৅生岝岶峽岝ಿ岶峽දの஍ટ峮ౢ੿৷峔峓の生୵ਠ଴峼৥らか峕峁峨峃岞્峕岝ളଲ崡崰レ崡਑౪౤৕
SLFN11峙岶峽細胞峕岴岻峵৅ਠ岶ৈ岮峒岝崟崡崿嵑崩嵛峔峓のDNA௽૩஑ಿ岶峽දの஍ટ岶ৈ峨峵岽峒岶峹か峍峐岴峴岝峇の嵉崓崳崢嵈峒৅ਠ਑౪
ਃଡのੰ৥峙岶峽੘௜峕প岷岹๾൴峑岷峵峒અ岲峨峃岞

ಿが॒ද
DNA௤ം

が॒఩஫৕

ളଲストレス

ളଲスআشド
೚い சい適જ

੗い ੗い૘ない

಍ཝଈؚ૗౮の໮஋ؚऋ॒৲

ਫଞの೐੅

」
〇
ࢫ
ࢺ
ࣞ
ࢫ

ऋ॒಍ཝ
ౢ੿৷、が॒৲

ಿが॒දິਙ が॒೪਑

੗い ಿが॒஍ટ
ਫଞ಍ཝ

ളଲストレス
॑਑౪घる

૘ない

創発



ӳ঺ဃཋܖႎ৖ඥỆợỦ৴ဃཋឋのᐯנӳ঺基盤のᄩᇌ

ع३ঙンشଠேの৲৾ੵৃのজঀঋع

＜略歴＞
2009ফূ਎প学প学੹ੵ学௺ଢ଼஢ఐ೗૒ୖஙఊവੵق学೗૒ك岝2009-2010ফق৪كStanford Universityق嵅崡崱崗ك岝2010-
2016ফق৪كUC Berkeleyق嵅崡崱崗৏峕ଢ଼஢৩ك岝2016-2018ফق৪كLawrence Berkeley National Laboratoryقଢ଼஢৩ك岝
2018-2019ফূ਎প学生物生ਓੵ学ଢ଼஢崣嵛崧嵤્قભஃઇك岝2019-2020ফূ਎প学প学੹஗学生୵ఐ学ଢ଼஢ఐ્قભஃઇك岝
2020ফ峲峴ਠ૙قஆয়峁峐ଢ଼஢஼峼ઈ੾؟https://www.yuzawalab.info/ك

ここにポート
レートを貼り
付けてくださ

ふりがな ॅकわ さとし

氏 名 ： จ᫖ ཛྷ
所属・部門： 慶應義塾大学・先端生୵科学研究所、慶應義塾大学大学੹・৆ੁメॹॕ॔研究科
職 位 ： ્ભ൥ప
専門分野 ： ়ਛ生物学、ॣ঑カঝバॖड़ট४ー、生৲学、ଠே物৲学

＜研究概要＞
যథの௏೨শํ峕岽島峨峑ਈ峬๾൴峁峉ఇ峙岴峇ら岹ಿ生物ସ峑峃岞঳্峑岝ಿ生物ସの৫৅হ୻峙੖૘の঳ಥ峼⍻峍峐岴峴岝2050ফ峕峙੗
දິਙ༳峕峲峍峐൐ফ100ਐযਰ঱岶ଈಝ峃峵峒岮岰੒೾峬૚ব৆ਿから৅਀岿島峐岮峨峃岞峇岽峑岝எ峙ಿ生物ସ஘のযੵ৲়物峼ಢ਋৑
峑প୤峕୹ஔ峃峵๶生物生ਓ崿嵑崫崰嵃嵤嵈の৫৅峼ষ岮岝ಿ生物ସの৫৅ச২峼ਸச峁峨峃岞মଢ଼஢峕峲峴੗දິਙ༳峕ጳ岲峵岽峒の峔岮౞
ਟ峼೑رযథの৕ཚ峕ଋ峁峉岮峒અ岲峐岮峨峃岞মଢ଼஢峙൉৅৓ଢ଼஢੍ରহ঵峕峲峴੍ର岿島峐岮峨峃岞

ਗఐু୒の峲岰峕ਫન峕崱嵉崌嵛峼
જ峴ቦ峴峁峐ঽ૔峕ਃચ੝૗آآ

ఏ৓峙੗ਯの崱嵉崌嵛から
峔峵ী৕୤岶ਯ௲ਐのೋ
প峔嵅嵒嵉嵑嵤崤آ

創発



ᾀኬᏘወӳἳἑἮἿὊἲ解ௌἉスἘἲの᧏ႆ

عපੰෲऊै಍ཝの଻ਙ॑৥ैऊにघる৻ع

＜略歴＞
2001年ਦପ大学৶学部৲学科卒業、2003年北海道大学大学੹৉ૉ୭୆科学研究科物ସ科学専వఊ士課程ఊവ、大ஞ
ఇષੵ業ઙૄ会社ো社。2004年঄গーঐথ・メタ঎টーム・ॸクঀট४ーズઙૄ会社研究৩。2012年慶應義塾大学
先端生୵科学研究所્ભஃઇ。2016年৊大学્ભ൥ప。2021年より৊大学્ભၳઇ౸。博士ق୭୆科学ك

ふりがな ऱらृま ँきよし

氏 名 ： ਴৛ 明૓
所属・部門： 慶應義塾大学 ৆ੁ・メॹॕ॔研究科ط先端生୵科学研究所
職 位 ： ၳઇ౸
専門分野 ： 分ෲ৲学・メタ঎ট঑クス

＜研究概要＞
মଢ଼஢峙岝1細胞র峕அ峨島峵஡਷ਙ৻ප物から࿫ସ峕ඹ峵峨峑の৸৻ප物のිၨ৓峔ੑ೾岶૭ચ峒峔峵岝
1細胞ଁ়嵉崧嵄嵕嵤嵈ੰෲ崟崡崮嵈峼ଡണ峃峵岽峒峼৯ఏ峒峁峨峃岞ম崟崡崮嵈岶৫৅峑岷島峚岝岽島峨峑ૐ੮
の਴಑峒峁峐઴ল峁峐岮峉৻ප物の細胞৔෯২峼1細胞ੰ൸২峑਄੭૭ચ峒峔峴岝ୢ学峮生物学峼峙峂峫峒
峁峐岝஘ر峔ী৙の੦ຊଢ଼஢峕岴岻峵୓ৗ৓峔ଢ଼஢崬嵤ル峒峔峵૭ચਙ峼෸峫峐岮峨峃岞

②１細胞の採取、前処理、注入までが一体
となった自動ハンドリング装置の開発

①シースレスキャピラリー電気泳動－
質量分析法の高感度化

創発


	ストレス適応の新規神経基盤の解明
	
	時空間的コネクトプロテオミクス技術の創出

	
	パンデミック下で持続可能な臨床検査体制構築のための基盤研究 

	
	パンデミックに対してレジリエントな研究体制構築のための基盤研究

	
	新しい保健システム構築のための実証的な疾病負荷研究

	
	ナノデバイスによるマルチモーダルガスセンシング	

	
	脳の計算原理とプレイデータに基づく実世界ロボット学習

	
	非膜性構造体内部における分子挙動の階層統合的理解

	
	サイバーフィジカル横断型センサセキュリティ研究

	
	個人特定に繋がりやすい情報を活用しない人物状態推定システムの構築

	
	医工スパイラル連携を促進する医療検査システム設計支援基盤の構築

	
	内在性レトロウイルスを介した全能性制御機構の解明

	
	免疫の役者による脳発生及び機能解明

	
	スライド番号 1

	
	非癌肺オルガノイドを用いた発癌プロセス本態解明と先制医療への応用

	
	血球細胞DNAメチル化変化を標的とした新規腎臓病治療戦略の開発

	
	化学修飾に立脚した環境曝露と腸内細菌の新たな関係

	
	高速計算と精密実験がひもとく幾何学材料の相転移機構の解明

	
	集積磁気ナノフォトニクスの開拓

	
	マルチフィジックス/マルチスケール解析による新素材の性能予測

	
	創る生物学により迫る生命の設計原理

	
	複製ストレス制御機構が引き起こす生命現象の総合的理解

	
	合成生物学的手法による抗生物質の自在合成基盤の確立

	
	１細胞統合メタボローム解析システムの開発

	
	非癌肺オルガノイドを用いた発癌プロセス本態解明と先制医療への応用


